
省

令

規

則

告

示

第
二
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
ス

新
潟
県
新
潟
市
江
南
区
俵
柳
新
田
浦
三
百
五
十
八
番
地
一

と
び

平成™�年™月˜™日 水曜日 第�™™�号官 報
〇
経
済
産
業
省
令
第
四
号

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第

十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
三
項
の
単

位
数
量
当
た
り
の
第
一
種
最
終
処
分
業
務
に
必
要
な
金
額

及
び
同
法
第
十
一
条
の
二
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の

第
二
種
最
終
処
分
業
務
に
必
要
な
金
額
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律

第
十
一
条
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
一
種

最
終
処
分
業
務
に
必
要
な
金
額
及
び
同
法
第
十
一

条
の
二
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
二
種
最

終
処
分
業
務
に
必
要
な
金
額
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
第
十

一
条
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た
り
の
第
一
種
最
終
処
分
業

務
に
必
要
な
金
額
及
び
同
法
第
十
一
条
の
二
第
三
項
の
単

位
数
量
当
た
り
の
第
二
種
最
終
処
分
業
務
に
必
要
な
金
額

を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
三
百
九

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
平
成
二
十
五
年
」
を
「
平
成
二
十
六
年
」

に
改
め
、
同
条
の
表
中
「
三
千
四
百
九
十
九
万
九
千
円
」

を
「
四
千
百
六
十
一
万
三
千
円
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
平
成
二
十
五
年
」
を
「
平
成
二
十
六
年
」

に
改
め
、
同
条
の
表
中
「
三
千
五
百
六
万
千
円
」
を
「
三

千
六
百
九
十
万
六
千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
七

十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
警
察
官
の
服
制
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

古
屋

圭
司

警
察
官
の
服
制
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

警
察
官
の
服
制
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
国
家

公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
の
二
の
備
考
八
を
同
表
の
二
の
備
考
九
と
し
、
同

表
の
二
の
備
考
七
を
同
表
の
二
の
備
考
八
と
し
、
同
表
の

二
の
備
考
六
を
同
表
の
二
の
備
考
七
と
し
、
同
表
の
二
の

備
考
五
を
同
表
の
二
の
備
考
六
と
し
、
同
表
の
二
の
備
考

四
を
同
表
の
二
の
備
考
五
と
し
、
同
表
の
二
の
備
考
三
を

同
表
の
二
の
備
考
四
と
し
、
同
表
の
二
の
備
考
二
を
同
表

の
二
の
備
考
三
と
し
、
同
表
の
二
の
備
考
一
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

二

冬
服
及
び
合
服
の
上
衣
に
は
、
当
該
上
衣
の

両
側
に
ま
ち
を
付
け
た
上
で
当
該
ま
ち
の
腰
部

に
貫
通
口
を
設
け
、
又
は
当
該
上
衣
の
両
側
の

腰
部
に
直
接
貫
通
口
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ま
ち
に
貫
通
口
を

設
け
る
上
衣
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ま
ち
に
当
該

貫
通
口
を
覆
う
た
め
の
フ
ァ
ス
ナ
を
付
け
る
等

に
よ
り
当
該
貫
通
口
を
外
部
か
ら
直
接
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
、
上
衣
の
両
側
に
直
接
貫
通
口
を
設
け

る
上
衣
に
あ
つ
て
は
、
当
該
貫
通
口
に
フ
ァ
ス

ナ
を
付
け
る
等
に
よ
り
当
該
貫
通
口
を
塞
ぐ
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
十
九
号

市
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
潟
県
新
潟
市
と
燕
市

と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
新
潟
県
知
事
か

ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
十
二
日
か
ら
そ
の

効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

新
潟
市
に
編
入
す
る
区
域

燕
市
次
新
字
道
下
一
〇
六
七
の
一
部
、
一
〇
九
四
か
ら

一
〇
九
六
ま
で
の
各
一
部
、
一
〇
九
七
、
一
〇
九
八
の
一

の
一
部
、
一
〇
九
九
の
一
部
、
一
一
〇
〇
の
一
部
、
一
一

三
二
の
二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道

路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

燕
市
に
編
入
す
る
区
域

新
潟
市
西
蒲
区
上
小
吉
九
七
四
の
一
部
、
九
七
七
の
一

部
、
九
七
八
、
九
七
九
の
一
部
、
二
一
四
七
の
一
部
、
二

一
四
八
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道

路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
全
部

〇
総
務
省
告
示
第
三
十
号

市
町
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
石
川
県
か
ほ
く
市
と
河

北
郡
津
幡
町
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
石

川
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

か
ほ
く
市
に
編
入
す
る
区
域

河
北
郡
津
幡
町
字
御
門
い
八
六
の
一
部
、八
八
の
一
部
、

八
九
の
一
部
、
九
〇
の
二
の
一
部
、
九
一
の
一
の
一
部
、

九
一
の
二
の
一
部
、
九
二
の
一
部
、
九
三
の
一
部
、
一
一

九
の
一
部
、
一
二
九
の
一
部
、
一
三
六
か
ら
一
三
九
ま
で

の
各
一
部
、
一
四
四
の
二
の
一
部
、
一
五
五
の
一
部
、
一

五
六
の
二
の
一
部
、
一
五
八
の
二
の
一
部
、
一
五
九
の
一

部
、
一
六
一
の
二
の
一
部
、字
領
家
東
二
七
の
二
の
一
部
、

二
八
の
二
の
一
部
、
八
六
の
一
部
、
八
九
の
二
の
一
部

河
北
郡
津
幡
町
に
編
入
す
る
区
域

か
ほ
く
市
多
田
イ
一
〇
の
一
部
、
一
一
の
一
部
、
二
六

の
一
部
、
三
九
の
一
部
、
四
〇
の
一
部
、
ロ
二
の
一
部
、

三
の
一
部
、
一
五
の
一
部
、
一
六
の
一
部
、
一
六
の
二
の

一
部
、
一
四
九
の
一
部
、
ヨ
一
の
一
部
、
二
の
一
部
、
四

四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部
並
び
に
ロ
一
二
の
地
先
の
道

路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部
、
河
北
郡
津
幡
町
字
御
門
い
一

五
五
に
隣
接
す
る
か
ほ
く
市
の
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一

部〇
法
務
省
告
示
第
五
十
五
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
町

村
長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り

扱
う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
効
力
を

生
ず
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日法

務
大
臣

谷
垣

禎
一

新
潟
県
岩
船
郡
関
川
村
長

北
海
道
積
丹
郡
積
丹
町
長

〇
総
務
省
告
示
第
二
十
八
号

市
町
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県
豊
前
市
と
築
上

郡
築
上
町
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
福
岡

県
知
事
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

豊
前
市
に
編
入
す
る
区
域

築
上
郡
築
上
町
大
字
有
安
二
三
三
の
二
、
二
三
四
の
五

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公

有
地
の
一
部
並
び
に
大
字
有
安
二
三
二
の
一
、
二
三
二
の

三
の
地
先
の
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

築
上
郡
築
上
町
に
編
入
す
る
区
域

豊
前
市
大
字
畠
中
一
七
〇
四
の
二
、
一
七
〇
五
の
三
、

一
七
一
二
の
二
、
一
七
二
二
の
二
、
一
七
二
三
の
二
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地

の
一
部
並
び
に
大
字
畠
中
一
七
〇
五
の
一
、
一
七
一
〇
の

二
の
地
先
の
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

〇
法
務
省
告
示
第
五
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
法
務
省
告
示
第
五
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一
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